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燕労災病院の理念 

 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 

 

病院の基本方針 

 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 

 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 

 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 

 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
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新潟大学医学部を卒業後、これまで大学病院を含 

め県内県外の病院に勤務し、以前は別の形で県央地 

区の神経内科診療に携わっていた時期もございまし 

たが、このたび今年４月から徳武医師の後任として 

赴任致しました。 

これまでは新幹線の中から病院を目にしておりま 

したが、今度は病院の中から新幹線が走るのを目に 

する立場に変わりました。ただそれも最近では見慣 

れた景色となり、日々業務に勤しむ毎日となっております。燕市と言

えば金属洋食器などに代表される製造業が有名ですが、燕三条駅に展

示されております様々な製品を目に致しまして、その多彩さには大変

驚きました。また地元の背脂ラーメンなども美味しいとうかがってお

りますので、機会があればぜひ一度食べに行ってみたいと思っており

ます。 

ところで、神経内科とは脳や脊髄、神経、筋肉を診る科であり、認

知症、脳卒中、頭痛、てんかん、髄膜炎や脳炎などを診たり、パーキ

ンソン病、筋萎縮性側索硬化症、脊髄小脳変性、多発性硬化症、重症

筋無力症などの神経難病を診たり致しますが、昨今の高齢化率の上昇

もあり、やはり認知症や脳卒中などで神経内科を受診される方が多い

ように感じられます。燕労災病院におきましては、県央地区の基幹病

院としての構想が現在話し合われており、将来的に基幹病院が完成し

た際には、県央地区の救急医療を含めた地域医療の中心を担うことに

なるものと思われます。その一方で、地域医療は様々な職種や一般の

方々のご協力のもとで成り立っており、現在も皆様方からの多大なご

尽力をいただいております。私も微力ではございますが。皆様と共に

県央地区の医療に貢献してまいりたいと思います。ご支援ご協力の程、

どうぞ宜しくお願い致します。 
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【着任のご挨拶】 

        神経内科部長 佐藤 達哉  
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【【【【今後の市民・勤労者医学講話のご案内】】】】    
平成２５年１１月５日(火)１８時３０分～ 当院１階外来ホール 
 

「白内障について」   眼科副部長 佐々木医師 
 

ご聴講は無料ですので、ぜひお越しください。 

※都合により、講演者や演題の一部が変更になることがありますの

で、ご了承ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月３１日(水)、燕三条ワシントンホテルにて、平成２５年度地域連携会議を開催いたしました。

地域の登録医の先生方をはじめ、６０名が出席しました。 

鈴木院長の挨拶後、当院医師２名が講演をしました。講演内容は以下のとおりです。 

  

・「当院の透析医療の現状」      腎・透析内科部長 廣瀬 慎太郎 

 ・「上肢の職業性外傷に対する治療」  整形外科部長    幸田 久男 

 

講演後は活発な質疑応答が行われ、新潟県央地区における今後の医療・福祉の益々の必要性を確

認し合うことができました。     

 

７月２４日（水）、在宅医療推進委員会主催による「ケアマネージャーと燕労災病院の連携に関

する懇話会」が行われ、９６名の院外・院内の方々に参加していただきました。 

今年度は、当院菊川神経内科部長から「嚥下障害の病態生理」、そして坂井言語聴覚士から「摂

食・嚥下について」と題した講義が行われ、その後グループワークにおいて、「入退院時における

連携について」をテーマに現状や対策についてディスカッションを行いました。昨年に比べ、「情

報提供書の活用により連携がうまく取れてきていると感じる。」などの意見が出ていました。 

今後も、「お互いの顔が見える地域連携」を目指して行きたいと思っております。よろしくお願

い致します。 
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【【【【ケアマネージャーと燕労災病院の連携に関する懇話会を開催】】】】    
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【【【【平成２５年度燕労災病院地域医療連携会議を開催】】】】    
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【メタボ改善教室を開催】 

－3－ 

６月にメタボ改善教室を開催しました。 

この教室は、「糖尿病、高血圧、高脂血症、肥満」といった生活習慣病の予防を目的に毎年６月

と１０月の年２回、当院の予防医療部主催で開催しており、病院の専門のスタッフが指導を行いま

す。 

開催日は６月４日、１４日、２１日、２８日の４日間で、この４日間で学んだ事を日常生活で実

践していただき、実践の成果を確認するため、約４か月後にフォローアップ検査（希望者のみ）を

行います。 

各日の内容は次のとおりです。 

第第第第 1 日目日目日目日目 

○身体計測、血圧測定、血液検査 

○インボディ測定（体脂肪・体成分分析や骨格筋量・筋肉バランス・内臓脂肪断面積の測定） 

○医師による講義（生活習慣病のお話） 

第第第第 2 日目日目日目日目 

○管理栄養士による講義 

○適正カロリー食体験（管理栄養士による個別指導） 

第第第第 3 日目日目日目日目 

○理学療法士による講義 

○運動実技（理学療法士によるウォーキング指導） 

第第第第 4 日目日目日目日目 

○中央検査部長による講義 

○スタッフ全員による総合指導 

フォローアップ検査フォローアップ検査フォローアップ検査フォローアップ検査 

○身体計測、血圧測定、血液検査 

○インボディ測定（体脂肪・体成分分析や骨格筋量・筋肉バランス・内臓脂肪断面積の測定） 

 

今回の参加者は、男性２名、女性６名の計８名で、真剣な中にも和気あいあいと楽しく学ん 

でいただきました。次回は１０月に開催予定です。 
 

【編集部より】今夏はいつになったら梅雨明けが来るのか、それが終わると、次は猛暑が続き、

熱中症等の体調不良に陥る方々も多かったのではないかと思う。ここ最近は、猛暑も一段落し、

早朝・日暮れも何となく秋空の時期となった。今年こそは、昨年と同様に、更に中断していた水

泳を昨年以上に取り組もうと思いつつ、市営プールに通えたのは、たったの４回。それでも浮力

の糧になるのか体積が増えても若し頃？？と同様に実際の総泳距離は不変なのは自分なりに驚き

である。これから新潟は自然がまた一段といい時期に入る。自分なりに、ストレス発散も兼ね運

動（水泳・里山散策等）・趣味活動（山城めぐり・栗拾い等）に励もうと思う。 

（マツキヨ） 
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